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ポイント 

 

 

◇◆特 集◆◇ 

 
 
★平成２２年度道路関係予算概要★ 
（国土交通省 道路局 総務課） 
 
平成 21 年 12 月 25 日、平成 22 年度予算政府案が決定しました。このうち、本稿では道

路関係予算の概要について、その後整理された事業費を含め、ご紹介します。 
 
 
 

◇◆道路法令Ｑ＆Ａ◆◇ 

 

★道路法クイズ★ 

～初心者からベテランまで道路法の理解を深めよう ＰＡＲＴⅡ～ 
（国土交通省 道路局 路政課） 
  
今回の道路法令Ｑ＆Ａでは、道路法についてより一層の理解を深めていただくとともに、

積極的に日頃の道路行政に活用していただこうと、道路法クイズを作成いたしました。 
ベテランの皆さんも初心者の皆さんも楽しみながら解答してみて下さい。 

 
 
 
◇◆ＴＯＰＩＣＳ◆◇ 

 

★複線区間の道路区域変更告示についての検討★ 
（国土交通省 中国地方整備局 道路部 路政課） 
 
複線区間（同一路線が現道部と新道部に分かれている区間）の道路区域変更告示につい

ては、複線区間全体の区間を表示していますが、変更内容の表示方法について、いくつか

のケースを想定し検討したものをご紹介します。 
 
 
 



 

◇◆地域における道路行政に関する取組み事例◆◇ 

 

★関東地方整備局における道路管理の取組み★ 

～特殊車両通行許可制度の運用及びボランティア・サポート・プログラムへの取組み～  

（国土交通省 関東地方整備局 道路部 路政課） 

 

関東地方整備局における道路管理の具体的な取組み事例として「特殊車両通行許可制度

の運用について」及び地域における「ボランティア・サポート・プログラムへの取り組み」

をご紹介致します。 
 皆様の今後の道路管理の一助となれば幸いです。 
 
★富山県の降積雪状況と道路除雪計画における新しい取組みについて★ 
（富山県 土木部 道路課） 
 
 富山県における昭和 50 年代と平成 10 年代の降積雪状況を「累計降雪深」、「最大積雪

深」および「24 時間最大積雪深」のデータを用いて比較します。また、道路除雪計画にお

いて、「冬期道路情報の提供」や「県民との協働」などのソフト対策として、近年、新たに

取り組んでいる項目について紹介します。 
 
★まんがを生かしたまちづくり★ 
（富山県 氷見市 建設部 建設課） 

 

富山県氷見市は、漫画家の藤子不二雄○Ａ先生の出身地であり、「まんがを生かしたまちづ

くり」を進めています。「まんがロードの整備」により、市街地の観光資源を結ぶ歩行者ネ

ットワークを形成し、中心市街地のにぎわいの創出、活性化を図っています。 
氷見の市街地は、まさに「藤子不二雄○Ａワールド」という雰囲気が漂っています。ぜひ、

藤子漫画のキャラクターに会いに来てください。 
 
 
 
◇◆お知らせ◆◇ 

 
★平成２２年度「道路ふれあい月間」推進標語を募集します★ 
（国土交通省 道路局 道路交通管理課） 

 
国土交通省では、毎年８月を「ふれあい月間」として、道路の正しい利用や道路愛護活

動の推進に努めていますが、この一環として、平成２２年度「道路ふれあい月間」推進標

語を広く一般から募集します。 
 



 
◇ ◆編集後記◆◇ 

◇  

雨が降った後の街中では、ビニール傘が捨てられているのをよく見かけます。 
この光景は日常的になりすぎて気にも留めない人が多いのではないでしょうか。 
街の景観を悪くさせるだけでなく、モラルも問われてくると思います。投げ捨てられて

いる傘の中には壊れているものもありますが、まだまだ使えるものもあります。 
「もったいない」 
１００円ショップでも気軽に手に入るビニール傘はとても便利ですが、便利さゆえに気

軽に廃棄する人もたくさんいるのだと思います。私もビニール傘を使う事はやめて、今年

は多少高価でも長く使える“マイ傘”を手に入れたいと思います。 
もったいない・・・・・と言えば、最近、ＯＬの間で流行している（？）らしい、ドギ

ーバッグはみなさんご存知でしょうか。 
レストランで食べ残した料理を、店の方に断ってドギーバッグと呼ばれるお持ち帰り用

の容器で持ち帰るという試みです。少々恥ずかしいという気持ちを持つ方もいらっしゃる

と思いますが、日本の食物排気量が問題なっている今、こうした試みはとても重要かも知

れません。 
ゴミや廃棄物と言えば・・・・・そろそろ全国的にもお花見のシーズンになりましたね。

昔から“花より団子”とは言いますが、本来の桜の美しさを楽しむよりも“ドンチャン騒

ぎ”を楽しむ傾向にあるようですが、それもまた“お花見”の醍醐味と言えるのかもしれ

ません。しばしばゴミ処理の問題がニュースになりますが、全員が自分達の出したゴミを

きちんと持ち帰るようにすると、さらに桜達も美しく咲き誇ってくれるのだと思います。 
私どもの事務所の裏を流れる神田川沿いの桜はとても見事だそうです。移転をしたのが昨

年５月ということで桜のシーズンは終わっておりましたが、今年はいよいよその絶景を目

にする事ができます。実は花粉症気味の私ですが窓の内側（・・・）から是非楽しみたい

と思っています。（Ｋ） 


